



















 本調査は、浜松市に居住する 16 歳以上の南米系外国人（ブラジル人、ペルー人等）を対象
に行った。調査を実施するにあたって、最初に日本語で調査票を作成し、それをポルトガル
語とスペイン語に翻訳している（調査票の実際については本報告書末尾の付録を参照）。 
 調査は、2006 年 9 月から 10 月にかけて行った。本調査では、調査票の配布と回収に際し、









市における 2006 年 3 月 31 日現在の登録者数を確認した。16 歳以上の人数をブラジルとペル
ー他スペイン語圏の国々（ペルー、ボリビア、パラグアイ、アルゼンチン、コロンビアの 5
カ国）で比較すると、ブラジル：ペルー他＝14857：1852＝8：1 のように算出できた。 
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 そこで、上記 6カ国の南米系の外国人を、2006 年 8 月 31 日現在の外国人登録原票より 900
人分無作為抽出した。その際、ブラジル国籍者を 800 人、ペルー国籍者などスペイン語圏の
出身者を 100 人とした。900 人分の登録住所にメール便でポルトガル語ないしスペイン語の
調査票を送付したところ、20 人分が住所不明等で未達返送されてきたため、880 人分を実配
布数とした。880 部のうち回収できたのは 252 部、回収率は 28.6％だった。252 部の内訳は、





際に配布された 915 部のうち回収できたのは 542 部、回収率は 59.2％であった。542 部の内
訳は、ポルトガル語版が 489 部（90.2％）、スペイン語版が 53 部（9.8％）であった。 
（Ｃ）外国人学校経由分 
 浜松市内にある外国人学校 7 校（2006 年 9 月当時）のうち、6 校から協力を得ることがで
きた。実際に配布された 576 部のうち回収できたのは 321 部、回収率は 55.7％であった。321




頼した。実際に配布され 211 部のうち回収数は 138 部、回収率は 65.4％であった。138 部の































 配布依頼部数 実際の配布部数 回数部数 回収率 
（Ａ）外国人登録分 900 880 252 28.6％
（Ｂ）外国人雇用企業経由分 1140 915 542 59.2％
（Ｃ）外国人学校経由分 622 576 321 55.7％
（Ｄ）公立小学校経由分 211 211 138 65.4％
    合計 2873 2582 1253* 48.5％







 表２では、外国人登録から無作為抽出された 900 サンプルの年齢構成を男女別に表示した。
単純な男女の構成比で見ると、男性が 56％、女性が 44％と男性の方がやや多くなっている。
年齢構成をみてみると、男性では 30 代前半と後半がもっとも多く、それぞれ 18％と 15％で
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  16-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-59 60- 合計
男性 25 75 74 88 76 51 33 62 18 502 
％ 5.0  14.9  14.7  17.5 15.1 10.2 6.6 12.4  3.6  100 
女性 17 57 77 63 59 35 43 40 7 398 
％  4.3  14.3  19.4  15.8 14.8 8.8 10.8 10.1  1.8  100 
合計 42 132 151 151 135 86 76 102 25 900 
％  4.7  14.7  16.8  16.8 15.0 9.6 8.4 11.3  2.8  100 
 
表３ 外国人登録からの回収票における年齢構成（男女別） 
  16-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-59 60- 合計
男性 3 6 13 18 24 14 17 17 2 114 
％ 2.6  5.3 11.4  15.8 21.1 12.3 14.9 14.9  1.8  100 
女性 3 11 18 20 23 14 18 17 4 128 
％  2.3  8.6 14.1  15.6 18.0 10.9 14.1 13.3  3.1  100 
合計 6 17 31 38 47 28 35 34 6 242*




  16-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-59 60- 合計 
男性 21 64 76 135 131 89 78 67 9 670 
％ 3.1  9.6 11.3  20.2 19.6 13.3 11.6 10.0  1.3  100 
女性 13 54 90 95 110 87 51 33 4 537 
％  2.4  10.1  16.8  17.7 20.5 16.2 9.5 6.2  0.7  100 
合計 34 118 166 230 241 176 129 100 13 1,207*
％  2.8  9.8 13.8  19.1 20.0 14.6 10.7 8.3  1.1  100 
＊：性別ないし年齢の項目について無回答の者を除外した総数。 





収できたためである。年齢構成をみてみると、外国人登録からの結果以上に、30 代と 40 代
に回答者が集中する傾向がみられる。これは、外国人学校や公立小学校を通じて子どもの保
護者を対象に調査票を配布したためである。子どもを小中学校に通わせる保護者の年齢は、
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対象者が日系の何世かについてたずねたところ、もっとも多いのが 3 世であり、38％であ















































ついで 4 人の 24％であった。1 人や 2 人という世帯も多く、2 人世帯は全体の 19％、単身世









































 配偶関係については、有配偶者がもっとも多く 72％、未婚者が 19％であった。離死別者は、
離別の 6％と死別の 1％を合計すると 7％であった。 






その後に入国した人は、この 2 年間と比べるとやや減少傾向を示す。しかし、1995 年から
97 年の 3 年間は、それ以前よりも増加傾向を示し、この 3 年間で 17％程度の人たちが初来
日している。2000 年から 2002 年にかけてふたたび減少傾向を示したが、2003 年以降は再度
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 次に、日本での通算滞在年数についてたずねた。まだ 11 ヶ月未満という回答も多く、全体
の 6％を占める。もっとも多いのは 6 から 8 年と 9 から 11 年であり、それぞれ 17％である。
3 から 5 年の比較的滞日年数の短い人たちも、15％と一定数を占める。全体を眺めると、対
象者の通算滞在年数は、人によって大きく異なっているようだ。12 年以上の長期滞在者が全
体の 4 分の 1 近くを占める一方、2 年以下の短期滞在者も全体の 2 割近くを占めている。 
他方で、浜松での通算滞在年数についてはどうか。日本よりも浜松での滞在年数の方が、
やや短い傾向が認められる。5 年以下の滞在年数については、日本よりも浜松の方が比率は
高く、11 ヶ月未満で 13％、1 から 2 年で 22％、3 から 5 年で 20％となっている。とはいえ、
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 来日回数については、来日回数が今回も含めて 1 回という回答がもっとも多く、4 割を占
める。「来日回数が 2 回」が 1 回についで多く、28％である。3 回が 14％、4 回が 7％とつづ
く。5 回以上という頻繁に日本と母国を行き来する人はそれほど多くなく、3％にすぎない。 
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（４）学歴  
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多い。中卒では、本人で 19％、配偶者で 21％であり、小卒では、本人で 6％、配偶者で 7％
であった。職業科高校卒業の者も多く、本人で 17％、配偶者で 21％であった。大学以上の高












 他方で、本調査の対象者が、子どもを持つ世帯の 30 代から 40 代で顕著に多いことは、本
調査のデータの大きな強みともいえるかもしれない。なぜなら、子どもと同居する 30 代から
40 代の人たちを調査対象として多く含むことで、今回の調査によって得られた資料（データ）
は、家族や教育に関わる問題について、より多くのことを明らかにしうる可能性があるから
である。以下の各章では、こうしたデータの一定の偏りを前提にして、個々の問題に接近し
ていく必要があるだろう。 
 
 
 
 
 
